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★�

地
域
農
業
の
振
興
と
各
種
政

策
の
推
進
支
援
に
つ
い
て

 

・  

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
活
用
し

意
見
の
集
約
や
地
域
の
重

点
課
題
に
つ
い
て
の
調
査
・

検
討
や
具
体
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
努
め
る
。

 

・  

農
地
銀
行
の
活
動
の
活
性
化

に
よ
り
農
地
の
有
効
活
用

と
遊
休
化
防
止
に
努
め
る
。

 

・  

農
地
利
用
状
況
調
査
の
実
施

に
よ
る
調
査
デ
ー
タ
の
有

効
活
用
を
図
る
。

 

・  

耕
作
放
棄
地
対
策
や
担
い
手

育
成
推
進
な
ど
各
種
関
連

協
議
会
に
お
け
る
構
成
員

と
し
て
の
積
極
活
動
に
努

め
る
。

★�

建
議
・
要
望
活
動
並
び
に
情

報
伝
達
活
動
等
の
実
践
に

つ
い
て

 

・  

平
成
27
年
度
の
山
梨
県
及
び

甲
府
市
の
農
業
行
政
施
策

に
向
け
た
建
議
書
の
提
出

を
行
な
う
と
共
に
、
必
要
に

応
じ
要
望
書
の
提
出
も
行

な
う
。

★�

農
地
法
等
の
所
掌
業
務
の

適
正
な
執
行
に
つ
い
て

 

・  

農
地
法
等
に
基
づ
く
農
地
の

権
利
設
定
や
転
用
業
務
は

許
可
基
準
を
遵
守
す
る
。

 

・  

農
地
利
用
状
況
調
査
及
び
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に

よ
り
耕
作
放
棄
地
や
違
法

転
用
の
実
態
把
握
と
対
応

処
理
に
努
め
る
。

★�

多
様
な
担
い
手
の
育
成
支

援
の
強
化
に
つ
い
て

 

・  「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
推
進

の
た
め
農
政
課
と
連
携
し

就
農
支
援
強
化
を
図
る
。

 

・  

農
地
銀
行
や
農
地
中
間
管
理

機
構
を
活
用
し
、
農
地
の
集

積
を
促
進
し
、
効
率
的
か
つ

安
定
的
な
農
業
経
営
を
支

援
す
る
。

 

・  

農
業
者
年
金
の
啓
発
と
加
入

推
進
を
図
る
。

 
・  

農
地
税
制
に
お
け
る
適
正
な

指
導
と
処
理
に
努
め
る
。

第
22
期
農
業
委
員
を
代
表
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
府
市
農
業
委
員
会
会
長

　
　
　 

西
　
名
　
武
　
洋
　

　
第
22
期
農
業
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
第
１
回
総
会
に
お

い
て
、
委
員
各
位
の
選
挙
に
よ
り
会
長
職
に
就
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
皆
様
に
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
伝
統
と
実
績
の
あ
る
甲
府
市
農
業
委
員
会
の
更
な

る
発
展
に
努
め
る
責
任
の
重
大
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
今
は
国
の
経
済
対
策
に
よ
り
景
気
の
状
況
も
緩
や
か
で

あ
り
ま
す
が
回
復
の
方
向
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
後
継
者
不
足
及
び
担
い

手
の
高
齢
化
、
現
在
も
議
論
と
交
渉
を
重
ね
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
、
更
に
２
月
の
大
豪
雪
を
始
め
と
す
る
自
然
災
害
な
ど

大
変
厳
し
い
現
況
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
政
府
の
規
制
改
革
会
議
が
強
引
に
進
め
る
農
業

委
員
会
の
改
革
案
で
は
、
農
業
者
の
代
表
で
あ
る
農
業
委
員

の
選
挙
制
度
の
廃
止
、
農
業
者
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る

建
議
を
法
律
業
務
か
ら
除
外
す
る
と
し
て
お
り
、
到
底
受
け

入
れ
が
た
い
内
容
で
す
の
で
、
政
府
に
対
し
改
革
に
お
け
る

慎
重
な
対
応
を
強
く
要
請
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
農
業
委
員
に
課
せ
ら
れ
た
現
状
、
使
命
及
び

課
題
は
大
変
重
大
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
３
年
間
、
こ
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
委
員
一
丸
と
な
っ

て
、
甲
府
市
の
農
業
振
興
と
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
関
係
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
委
員
を
代
表
と
し
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
　
長
　	
西
名
　
武
洋

会
長
職
務
代
理
者

　
　
　	

山
本
　
光
信

会
長
職
務
代
理
者

　
　
　	

田
中
　
寿
雄

北
ブ
ロ
ッ
ク
長	

寉
田
　
　
勝

中
ブ
ロ
ッ
ク
長	

花
形
　
滿
寛

南
ブ
ロ
ッ
ク
長	

宮
沢
　
幸
洋

運�

営�

委�

員

保
坂
　
敬
夫
　
　
角
田
源
太
郎

植
田
　
　
泰
　
　
關
野
　
　
登

長
田
　
　
淳
　
　
芹
澤
　
　
章

志
村
　
静
男
　
　
土
屋
三
千
雄

井
田
　
慶
喜

※ 

運
営
委
員
に
は
、
会
長
・
両
職
務
代

理
者
・
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
も
入
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員

五
味
　
一
豊
　
　
堀
井
　
公
雄

福
島
　
昌
之
　
　
栁
澤
　
　
榮

萩
原
　
靖
彦
　
　
萩
原
　
　
斉

長
塚
　
吉
夫
　
　
桑
本
袈
裟
康

柿
嶋
　
　
敦
　
　

※ 

編
集
委
員
に
は
、
会
長
・
両
職
務
代

理
者
も
入
り
ま
す
。

新
し
い
農
業
委
員
紹
介

平
成
26
年
度
の
農
業
委
員
会

の
主
な
活
動
基
本
目
標

第
22
期
農
業
委
員
会

新
体
制
ス
タ
ー
ト
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里垣（公）

中
なか

川
がわ

　貴
たか

子
こ

玉諸（公）

栁
やなぎさわ

澤　　榮
さかえ

右左口（公）

長
なが

塚
つか

　吉
よし

夫
お

甲運（公）

森
もり

　　信
しん

二
じ

玉諸（公）

萩
はぎ

原
はら

　靖
やす

彦
ひこ

右左口（公）

柿
かき

嶋
しま

　　敦
あつし

甲運（公）

寉
つる

田
た

　　勝
まさる

山城（公）

西
にし

名
な

　武
たけ

洋
ひろ

右左口（土）

田
た

中
なか

　良
よし

彦
ひこ

甲運（公）

堀
ほり

井
い

　公
きみ

雄
お

山城（農）

萩
はぎ

原
はら

　爲
ため

仁
ひと

中畑（議）

池
いけ

谷
や

　陸
むつ

雄
お

甲運（議）

大
おお

塚
つか

　義
よし

久
ひさ

山城（公）

萩
はぎ

原
はら

　　斉
ひとし

中畑（公）

桑
くわ

本
もと

袈
け

裟
さ

康
やす

相川（公）

保
ほ

坂
さか

　敬
たか

夫
お

山城（公）

關
せき

野
の

　　登
のぼる

下向山（公）

井
い

田
だ

　慶
けい

喜
き

相川（公）

山
やま

本
もと

　光
みつ

信
のぶ

山城（公）

向
むこうやま

山　章
あき

夫
お

下向山（共）

長
おさ

田
だ

　孝
たか

夫
お

千塚（公）

福
ふく

島
しま

　昌
まさ

之
ゆき

大里（公）

三
み

神
かみ

富
とみ

太
た

朗
ろう

白井（公）

土
つち

屋
や

三
み

千
ち

雄
お

千代田（公）

植
うえ

田
だ

　　泰
やすし

大里（公）

芹
せり

澤
ざわ

　　章
あきら

上曽根（公）

志
し

村
むら

　静
しず

男
お

千代田（公）

飯
いい

沼
ぬま

　　博
ひろし

大里（議）

輿
こし

石
いし

　　修
おさむ

上曽根（農）

土
つち

屋
や

　正
まさ

人
ひと

千代田（共）

角
つの

田
だ

源
げんたろう

太郎

国母（公）

長
おさ

田
だ

　　淳
あつし

下曽根（公）

宮
みや

沢
ざわ

　幸
こう

洋
よう

池田（公）

五
ご

味
み

　一
かず

豊
とよ

貢川 ( 公 )

花
はな

形
がた

　滿
みつ

寛
ひろ

下曽根（公）

田
た

中
なか

　寿
とし

雄
お

池田（議）

兵
ひょうどう

道　顕
けん

司
じ

上九一色（農）

土
ど

橋
ばし

　吉
よし

次
つぐ

ＴＥＬ２３５−０８５１

ＴＥＬ２３７−２８９０

ＴＥＬ２６６−３１５３

ＴＥＬ２３７−２２２１

ＴＥＬ２３３−０５６８

ＴＥＬ２６６−４０００

ＴＥＬ２３５−４８７９

ＴＥＬ２４１−３５２８

ＴＥＬ２６６−３１８４

ＴＥＬ２３７−５６４６

ＴＥＬ２３３−３９４３

ＴＥＬ２６６−３５５１

ＴＥＬ２３２−７１６６

ＴＥＬ２４１−３３２２

ＴＥＬ２６６−３５３６

ＴＥＬ２５３−５４８２

ＴＥＬ２４１−４２０８

ＴＥＬ２６６−２５４９

ＴＥＬ２５３−８４２５

ＴＥＬ２４１−４１７４

ＴＥＬ２６６−４０７０

ＴＥＬ２５１−１５３６

ＴＥＬ２４１−５１６３

ＴＥＬ２６６−４１９９

ＴＥＬ２５１−８６５９

ＴＥＬ２４１−６９２５

ＴＥＬ２６６−２２９４

ＴＥＬ２５１−８４５１

ＴＥＬ２４３−５３９９

ＴＥＬ２６６−２７４７

ＴＥＬ２５１−８１２４

ＴＥＬ２２６−９３２１

ＴＥＬ２６６−２５７４

ＴＥＬ２５１−２５９５

ＴＥＬ２２６−４１２９

ＴＥＬ２６６−２６３８

ＴＥＬ２３７−９５２９

ＴＥＬ０５５５−８８−２１０２

第22期 甲府市農業委員
任期：平成26年7月31日～平成29年7月30日

北ブロック（13名）

中ブロック（12名）

南ブロック（13名）

※(　)の記載は次のとおりです。
（公） 公選委員［28名］　（農） 農協推薦委員［3名］　（共） 農業共済推薦委員［2名］　（土）土地改良区推薦委員［1名］　（議） 議会推薦委員［4名］



（4）平成２６年９月　　第６４号 甲 府 市 農 業 委 員 会 だ よ り

一
、
担
い
手
育
成
支
援

⑴�

人
・
農
地
プ
ラ
ン
や
青
年
就

農
給
付
金
制
度
の
周
知
に
つ

い
て

　
農
業
委
員
会
を
は
じ
め
、
市

内
各
地
域
で
の
説
明
会
に
お
い

て
の
周
知
及
び
農
業
委
員
会
だ

よ
り
、
広
報
こ
う
ふ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
周
知
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

⑵�

貸
出
し
農
業
用
機
械
に
対
す

る
点
検
整
備
・
貸
出
し
拠
点

地
に
つ
い
て

　
点
検
整
備
は
職
員
の
技
術
研

修
を
行
っ
て
対
応
し
て
お
り
ま

す
。
貸
出
し
拠
点
地
に
つ
き
ま

し
て
は
、
農
業
セ
ン
タ
ー
を
本

拠
地
と
し
農
協
等
関
係
機
関
と

協
議
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶�

甲
府
地
域
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
・
退
職
帰
農
者

に
つ
い
て

　
平
成
25
年
度
よ
り
「
甲
府
地

域
農
業
再
生
協
議
会
」と
し
て
、

退
職
帰
農
者
の
支
援
が
で
き
る

協
議
会
と
し
て
の
事
業
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

⑷
農
業
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
　

　
農
業
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
利
用
者
へ
の
情
報
発
信
の

拠
点
と
し
て
業
務
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。本
年
度
は
職
員
と
、

そ
菜
栽
培
に
精
通
し
た
嘱
託
職

員
を
各
一
名
増
員
し
農
業
普
及

体
制
及
び
営
農
指
導
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

二
、
基
盤
整
備
の
促
進

⑴�

浄
化
槽
か
ら
農
業
用
水
路
へ

の
排
水
及
び
下
水
道
へ
の
接

続
指
導
に
つ
い
て

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
、
下
水

道
の
接
続
、
開
発
事
業
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
局

が
改
善
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

⑵�

農
業
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　
市
内
全
域
に
及
ぶ
既
存
農
業

施
設
の
安
全
と
機
能
確
保
の
為
、

現
地
調
査
を
行
い
計
画
的
に
補

修
改
良
工
事
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
更
に
国
、
県
に
対
し

て
も
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
、
地
産
地
消
の
推
進

⑴�

甲
府
市
の
農
産
物
の
学
校
給

食
へ
の
拡
充
、
小
中
学
校
で

の
学
童
農
園
に
つ
い
て

　
今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
地

元
農
産
物
（
と
う
も
ろ
こ
し
・

な
す
・
ぶ
ど
う
）
か
ら
、
更
な

る
拡
充
が
で
き
る
よ
う
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。
学
童
農
園
に

つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
関
係
者

及
び
農
地
提
供
者
等
の
実
情
を

考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

⑵�

地
産
地
消
及
び
、
北
部
地
域

の
特
産
物
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
広
報
こ
う
ふ
に
毎

月
地
元
産
野
菜
・
地
産
地
消
を

Ｐ
Ｒ
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
広
報
面

で
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
部
地
域
の
特
産
物
に
関
し

て
は
、
農
協
と
協
議
・
協
力
す

る
中
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

四
、
耕
作
放
棄
地
対
策

⑴�

耕
作
放
棄
地
解
消
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
度
よ
り
農
業
用
機

械
を
貸
出
し
、
個
人
で
も
解
消

作
業
が
可
能
な
情
報
を
提
供
し

年
次
計
画
的
な
基
盤
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵�

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
お
い
て

農
地
を
提
供
す
る
側
へ
の
理

解
と
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
資
料

送
付
を
行
う
と
と
も
に
、
農
地

集
積
協
力
金
等
の
農
地
の
貸
し

手
へ
の
支
援
周
知
と
併
せ
広
報

を
活
用
し
耕
作
放
棄
地
の
未
然

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

五
、
そ
の
他

⑴�

有
害
獣
の
被
害
対
策
、
侵
入

防
止
柵
設
置
に
つ
い
て

　
管
理
捕
獲
に
よ
り
個
体
頭
数

の
減
少
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
侵
入
防
止
柵
の
設
置
に
つ

き
ま
し
て
は
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

⑵�

農
産
物
の
盗
難
や
農
地
へ
の

不
法
投
棄
に
つ
い
て

　
警
察
等
関
係
機
関
と
協
力
す

る
中
で
防
止
対
策
の
調
査
等
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

甲
府
市
建
議
書
に

対
す
る
回
答

平
成
26
年
度

市長に要請書を渡す塩野会長

農地として再生された、耕作放棄地

農
業
委
員
会
が
平
成
26
年
度

の
甲
府
市
農
業
施
策
に
対
し
、

行
っ
た
建
議
と
そ
れ
に
対
す

る
市
の
回
答
で
す
。
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平
成
25
年
度
の
大
雪
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
、
農
産
物
の
生

産
に
必
要
な
施
設
等
の
撤
去
及

び
再
建
・
修
繕
な
ど
を
次
の
と

お
り
支
援
し
て
い
ま
す
。

◆
撤
去
・
そ
の
１

（
環
境
省
事
業
）

　
大
雪
に
よ
り
被
災
し
た
施
設

に
つ
い
て
、
収
集
・
撤
去
・
運

搬
・
処
理
な
ど
を
市
が
直
接
実

施
す
る
も
の
で
す
。

◆
撤
去
・
そ
の
２

（
農
林
水
産
省
事
業
）

　
被
災
し
た
施
設
の
撤
去
に
つ

い
て
は
、
次
表
に
記
し
た
単
価

を
上
限
に
助
成
を
行
う
も
の

で
す
。

○
助
成
対
象
者

　
今
後
も
営
農
を
続
け
る
販
売

農
家
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
助
成
内
容

　
施
設
の
撤
去
・
再
建
・
修
繕

等
を
行
う
方
に
助
成
し
ま
す
。

◆
再
建
・
修
繕

　
農
産
物
の
生
産
に
必
要
な
次

の
施
設
を
再
建
・
修
繕
す
る
場

合
に
、
補
助
対
象
と
な
る
事
業

費
の
90
％
を
助
成
す
る
も
の
で

す
。（
農
家
の
負
担
は
10
％
に

な
り
ま
す
）

農
業
用
ハ
ウ
ス
・
育
苗
施
設
・

果
樹
棚
・
畜
舎
・
き
の
こ
栽
培

施
設
・
農
作
業
用
小
屋
な
ど

○ 

事
業
内
容
等

 

・  

被
災
し
た
施
設
と
同
程
度
の
も

の
を
取
得
す
る
た
め
の
事
業

 

・  

事
前
着
工
も
可
能

◆
損
傷
樹
木
対
策

一
　 

果
樹
産
地
再
生
支
援
対
策

事
業
　

　
改
植
に
必
要
な
苗
木
代
の
助

成
・
果
樹
棚
設
置
の
助
成
・
未

収
益
期
間
へ
の
支
援

二
　 

改
植
用
果
樹
苗
木
購
入
事

業
損
傷
し
た
苗
木
の
購
入

助
成

◆
野
菜
ト
ン
ネ
ル
撤
去
再
建
助
成

○ 

野
菜
ト
ン
ネ
ル
の
撤
去
及
び

再
建
を
行
う
方
に
助
成
し
ま

す
。

◆
融
資
対
策

　
被
災
し
た
農
家
を
経
営
的
に

支
援
す
る
た
め
、
無
利
子
・
無

担
保
の
次
の
資
金
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

○ 

償
還
円
滑
化
緊
急
借
換
資
金

○ 

農
業
施
設
復
旧
支
援
対
策
資

金
○ 

被
災
農
業
者
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
資
金

○ 

雪
害
対
策
経
営
安
定
化
支
援

資
金

◆�

雪
害
被
災
産
地
生
産
回
復
緊

急
対
策
事
業

被
災
し
た
共
選
所
の
再
建
助
成

　
甲
府
市
農
業
セ
ン
タ
ー
で

は
、
農
家
の
農
作
業
の
効
率
化

と
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
、
有
料
で
農
機
具
の
貸
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
機
具
を

借
り
た
い
方
、
機
械
に
つ
い
て

相
談
し
た
い
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

★
主
な
貸
出
農
機
具

　 

ト
ラ
ク
タ
ー
　
刈
払
い
機
　

乗
用
モ
ア
　
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ

フ
モ
ア
　
乗
用
田
植
機
　
バ

イ
ン
ダ
ー
　
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

自
走
チ
ッ
パ
　
管
理
機
等

★
利
用
に
際
し
て
の
注
意
点

　 

要
予
約
　
有
料
　
休
館
日
貸

出
不
可
（
毎
月
第
１
第
３
日

曜
日
）
資
格
・
免
許
等
が
必

要
な
機
械
あ
り

農
業
セ
ン
タ
ー

　
℡
　
２
４
１
ー
５
６
１
６

　
市
民
が
広
く
農
林
業
と
接
す

る
機
会
を
つ
く
り
、
地
産
地
消

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
本
市

農
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

第
41
回
甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

　
旬
の
農
林
産
物
や
特
産
物
の

販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。
姉
妹
都

市
の
大
和
郡
山
市
の
ご
厚
意
に

よ
る
金
魚
す
く
い
、
木
工
細
工

教
室
、
野
菜
つ
り
な
ど
、
毎
年

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
盛
況

の
お
ま
つ
り
で
す
。

　
会
場
で
は
、
無
料
で
本
市
の

花
ナ
デ
シ
コ
の
配
付
や
甲
府
の

食
材
を
使
っ
た
こ
う
ふ
汁
、
甘

酒
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。
無
料

配
付
に
つ
い
て
は
、
数
量
に
限

り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
食
の

安
全
や
園
芸
相
談
等
、
各
種
行

政
相
談
も
実
施
致
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
11
月
８
日
（
土
）　

　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

◆
会
場
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム
前

農
政
課
　
振
興
係

　
℡
　
２
９
８
ー
４
８
３
３

ガラスハウス　　� １，２００円／㎡

鉄骨ハウス　　　�� ８８０円／㎡

パイプハウス　　� ５６５円／㎡

畜舎・農作業用小屋 � ４，５００円／㎡

自力撤去　　　� １１０円／㎡

果樹棚　　　　� ２９０円／㎡

※パイプハウスについては２７５円／㎡の市独

自の上乗せ助成が含まれています。

撤去事業費(環境省)　　　　　２０，０００千円

撤去助成(農水省)� １４，９６８千円

再建助成� ３２１，４４２千円

野菜トンネル助成� ７，６２６千円

損傷樹木助成� �７２千円

共選所再建助成� ９，０７６千円

　　　計　　� ３７３，１８４千円�

※補正予算等に計上した金額です

農
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

甲�

府�

市�

農�

政�

課

雪
害
対
策
に
つ
い
て

貸
出
農
機
具
に
つ
い
て

農
林
業
ま
つ
り
に
つ
い
て
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我
が
国
の
基
幹
的
農
業
従
事

者
は
、
65
歳
以
上
が
全
体
の
６

割
以
上
を
占
め
、
60
歳
以
上
で

見
る
と
全
体
の
四
分
の
三
を
占

め
る
一
方
、
50
歳
未
満
は
1
割

の
み
と
、
非
常
に
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
な
年
齢
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
中

心
的
な
担
い
手
に
農
地
を
集
積

す
る
こ
と
に
よ
り
、
耕
作
放
棄

地
の
未
然
防
止
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

各
地
域
に
お
い
て
そ
の
地
域
の

中
心
と
な
る
経
営
体
を
ど
う
す

る
の
か
、
そ
こ
に
農
地
を
ど
の

よ
う
に
集
約
さ
せ
る
の
か
な
ど

を
話
し
合
い
、
そ
れ
を
ま
と
め

た
「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
作
成
す
る
活
動
が
始
ま

り
、
甲
府
市
に
お
い
て
も
平
成

25
年
度
に
作
成
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
活
動
を
実
践
し
て
い

く
上
で
、
農
地
の
中
間
的
な
受

け
皿
が
あ
れ
ば
進
め
や
す
く
な

る
と
い
う
現
場
の
声
を
踏
ま
え

て
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の

が
、
各
県
に
必
置
さ
れ
た
『
農

地
中
間
管
理
機
構
』
で
す
。

　
機
構
の
役
割
に
つ
い
て

①
　���

農
地
の
転
貸
で
分
散
錯
圃

の
解
消

　
機
構
が
農
地
を
自
ら
借
り
受

け
、
そ
の
農
地
を
で
き
る
だ
け

ま
と
ま
っ
た
形
で
担
い
手
に
転

貸
し
ま
す
。

②�

借
り
入
れ
農
地
の
整
備

　
機
構
が
農
地
の
条
件
を
整
備

し
て
担
い
手
に
農
地
を
貸
し
付

け
ま
す
。

③�
借
り
入
れ
た
農
地
の
管
理

　
借
り
入
れ
た
農
地
は
、
受
け

手
が
見
つ
か
る
ま
で
、
機
構
が

責
任
を
持
っ
て
管
理
し
ま
す
。

④
　��

機
構
か
ら
市
町
村
な
ど
へ

業
務
委
託

　
現
場
に
お
い
て
農
地
の
利
用

調
整
を
行
っ
て
い
た
関
係
機
関

に
業
務
を
委
託
し
て
事
業
を
進

め
ま
す
。
例
え
ば
窓
口
業
務
を

市
町
村
に
委
託
し
、
農
地
の
利

用
調
整
事
務
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
の
他
、
そ
の
業
務
に
精
通

し
た
農
業
委
員
会
や
Ｊ
Ａ
な
ど

の
機
関
へ
業
務
を
委
託
し
ま

す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
農
地
銀

行
の
取
り
組
み
の
中
に
ど
う
組

み
込
む
か
、
農
業
委
員
会
と
協

力
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
の
た
め
の
地
域
や
営

農
活
動
に
対
し
て
三
本
の
矢
で

支
援
し
ま
す
。

　
制
度
の
全
体
像

　
現
行
の
農
地
・
水
保
全
管
理

支
払
を
平
成
26
年
度
か
ら
組
替

え
・
名
称
の
変
更
を
し
ま
す
。

（
一
）
農
地
維
持
支
払

　
多
面
的
機
能
を
支
え
る
共
同

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
支
援
対
象
は
、
農
地
の
法
面

の
草
刈
り
、
水
路
の
泥
上
げ
、

農
道
の
砂
利
補
充
等
の
基
本
的

保
全
活
動
で
す
。

（
二
）
資
源
向
上
支
払

　
地
域
資
源
（
農
地
、
水
路
、

農
道
等
）
の
質
的
向
上
を
図
る

共
同
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
支
援
対
象
は
、
水
路
、
農
道
、

た
め
池
の
軽
微
な
補
修
・
植
栽
に

よ
る
景
観
形
成
、
ビ
オ
ト
ー
プ
づ

く
り
・
施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め

の
活
動
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
等（
傾
斜
地
等
）

に
お
い
て
多
面
的
機
能
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
生
産
条
件
や

耕
作
面
積
に
応
じ
て
交
付
金
の

支
払
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
農
地
は
、
農
用
地
区
域

内
で
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

一
団
地
の
農
地
で
す
。

　
対
象
と
な
る
行
為
は
、
協
定

に
基
づ
き
、
５
年
間
以
上
継
続

し
て
農
業
生
産
活
動
等
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

農
政
課
　
施
設
係

　
℡
　
２
９
８
ー
４
８
３
６

　　
農
業
の
持
つ
物
質
循
環
機
能

を
活
か
し
、
生
産
性
と
の
調
和

な
ど
に
留
意
し
つ
つ
、
土
づ
く

り
を
通
じ
た
化
学
肥
料
や
農
薬

の
使
用
な
ど
に
よ
る
環
境
負
荷

の
軽
減
に
配
慮
し
た
持
続
的
な

農
業
を
支
援
し
ま
す
。

農
業
セ
ン
タ
ー

　
℡
　
２
４
１
ー
５
６
１
６

　
　
　
　
　
　
　

　
県
果
樹
試
験
場
に
お
い
て
、

大
玉
で
食
味
が
優
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
24
年
３
月
に
新

た
に
品
種
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

「
白
鳳
」
に
比
べ
、
や
や
早
目

の
収
穫
が
可
能
で
、
今
後
栽
培

の
普
及
・
拡
大
が
期
待
さ
れ
る

品
種
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
以
前
は
多
く
の
水
田
に
生
息

し
て
い
ま
し
た
が
、
除
草
剤
等

の
影
響
か
ら
か
、
最
近
で
は
見

か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
別
名
「
草
取
り
虫
」
と

も
呼
ば
れ
、
田
の
除
草
や
雑
草

の
抑
制
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
は
、
改
選
さ
れ
ま
し
た

第
22
期
農
業
委
員
の
皆
様
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
３
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
ま
た
農
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

は
、
市
農
政
課
か
ら
の
大
切
な

お
知
ら
せ
の
た
め
、
２
ペ
ー
ジ

を
使
い
掲
載
し
ま
し
た
。

 

編  

集  

後  

記

一
　
多
面
的
機
能
支
払
制
度

二�

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支

��

払
制
度
（
現
行
制
度
維
持
）

三
　
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

������

援
制
度
（
現
行
制
度
維
持
）

表
紙
写
真
の
紹
介

モ
モ
新
品
種
・
夢
み
ず
き

田
の
除
草
屋
・
カ
ブ
ト
エ
ビ

　
農
地
中
間
管
理
機
構

 

日
本
型
直
接
支
払
制
度


